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幹草中学様がCS推 進フォ→ ムで発寝瞬 しに。

1,コ ミュニティス字一fと推進フォー考とに書抽
‐夏休みも終わりに近しヽ8月 25日 に札幌で行われた文郡科学省主催のコミュニティ
スクール推進ラオ■ラムで、「学校運営協議会の立ち上げについての謀題とその売服
法」につしヽて、というチ‐マで事例発表を行つてきました。(詳細は以下のアドレス
をご参照ください。)                     !

野替些讐賛艦嵩醤撞警裁響背讐試皆智輯騒蓬窒挙盤管母薯響轡蓬窪犠墨基差塁ち上十
   重 胃蓄鷲窪整錯軽墓轟鼻曳責撓二学品ふキ成4義と花域運
罷寵鰹膳繁盤経野番輩鋼じ9紫軽濯鏑腱躍ヂ

学

軽縄駆擬品経旨軽議理盤監露歎覇轟艦
答もあり、全国に丼車中学校の地域との連携について発信することができました。

発表資料が井専中学校のホームページの地域運営学校のページにアップされていま

すので、ぜひご襲くださしヽ。
http://Ⅵ内γvvigusaih.sakura.ne、ip/gatukou―uneikyougikai/cornrnunity―scho

o卜forurn`html

2,PTA機 員、学張=軽 本部機員、歌戦員こCS毒 員a懇 障会を葉鹿
CS推 進フォーラムの発表肉容の報告を、8月 28に PTA役 員、学校支援本部役員、

教捕員とCS委 員の懇談会で行いました。発表内容をベースに、参力8者がグループご

とに分かれて井車中学校の特色
“
井車方式

"に
ついて話し合い、その内容をキーワー

ドにまとめて競い合いました。優秀作品は以下のとおりです。

第1位  “すっと見てきた、すつと見ていくイグサランド
"

第2位  “双方向で費b感
"

表彰|ま懇談会を兼ねたメドーベキュー昼食会で行い、優秀作品|こなおいじい札幌の総

土産が目品として送られました。



ヨ.Lス 串ュー路、ボランティア路の地域播詢憾告
2学 期早々からも生徒たちは地域との連携でおやじの会とともに9月 7日 の震災訓

練中学生レスキュー隊が攘災訓練に参加、14日 の井寧区民センターまつりではiSS
のボランティア隊が縮あめ、ポップコーンの模擬店参力3と大活躍しています。

4.r礼 儀こマナー町修J秦 海
CS委 員の研修で小笠原流礼法師範の鈴木万亀子さんをお招きして、礼儀とマナーに
ついて学ぴました。

礼儀作法の基本は、・「相手を思いやる」,「相手に駒をかかせない」ことです。また

礼儀とは人と人とのコミュニケーションの―こ―とです。大人もなかなか説明できない内
容を凍とした態度で生徒たちともども学ぴtibが ヨ|き締まる内容でした。

CS学 校運営協議会鼠程 10月 15日 18時 30分～、11月 モ9日 18時 30分れ

12月 17日 3時 30分 ▲  |
☆ どなたでも傍聴いただけます。(二部内容により非公開)

井草中CS委 員会 広 報部会編集

井革中探訪 ～ リレーエッセイ第3国  |  ‐

ISS翻 会長年CS委 員、井草中支援本部
=0"役

員
(井革中P tt Aと生徒をずつと見守り続ける)江 鯉 洋 子さん

現 PTAの おから異田同書に言われる言葉があります。お子さんは卒業しているのほど
うして学校に関わつてくださるのですか?・ ・・と。礎かに子供は5年前に卒業してい
ます。どうしてでしょうか !!

平成14年 、当時井寧中は大変な時を迎えておりました。風評による学校の評判の低下、
そして学校選択制が始まり生徒数の激滅。実際に当時の井寧中学校では、学校と保護者
の関係が今のように良好ではなかったことも事実です。
その嵐の中でPTAと して回ができるのか?それが当時Pl阻副会長だつた私に与えられ
た課題でした。その年のスローガンは

“
手と手をつなぐ

'(学
校、保護者、生徒の手)。

しかし一度離れた手をつなぐのはなかなか難しい事でした。そしてどこにも持って行き
ようのない親たちの悲鳴にも似た声がたくさんありました。そういう親たちの一駒とな
れば ・・・、そんな思いで今でも井車中学校で CS委 員をさせていただいております。
困つたことがあつたら個でも植識してください 1

今年は井寧中も60周 年を迎えます。紆余曲折がありましたが、井華中から奮った子供
たちが楽しい中学生時岱を過ごした !との思いを持つてくれればとつても嬉しいです
ね。


